






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































には 18 事例、「活動の補助」には 19 事例、「指導の分担」
には 12 事例、「評価・賞賛」には９事例、「臨時的対応」
































































（MT １名、AT ２名）、児童５名（MT １名、AT １名）
の３グループ、　中学部は生徒 18 名（MT １名、AT ３















① ② ③ ④ ⑤
・パソコンを操作する × ― × × ―
・オーディオ・ビデオの操作をする × ― × × ―
・学習の流れに沿ったスムーズな視覚教材を準備する ― ― ― ― ―
・急に必要になった教材の準備・提示をする ― ― ― ― ―
教材の配置 ・導入のための説明として並行して必要な教材・教具を準備する ― × × ― ―
・音響機器の操作やピアノによる雰囲気づくりをする ― ― ― ― ―
・照明のコントロールで効果を出す ― ― ― 〇 ―
・子どもの歌よりも先に歌い、歌唱を促す ― ― ― ― ―
・活動課題を例示する目的で先にやる（サーキットトレーニング） ― ― ― ― ×
・答えに戸惑う子どもへ例示する意図で発言する × ― × × ×
・生徒役になり、間違って答えたりしながら活発な意見交換を促す × ― × × ―
・授業に消極的になりがちな生徒に付き添い、一緒に活動することで心を
解きほぐす 〇 〇 × 〇 〇
・子どものリアクションをして授業の雰囲気を盛り上げる × ― × 〇 〇
・読み聞かせの時など合いの手をいれる × ― × ― ―
・ちょっとしたきっかけがあれば発言・発表できる声かけをする × ― 〇 〇 〇
・意見を引き出す様な意図で、「一緒に考えてみよう」等の発言をする × ― × 〇 ―
・「やってみよう」「面白そう」などのことばかけをする × 〇 〇 〇 ×
・活動の流れにのりにくい子どもに興味を引いたり、一緒に参加したりする
働きかけをする × 〇 〇 〇 〇
・活動から気持が離れた子どもに意欲を高める声かけをする ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
・教材提示に時間がかかってしまう時など、期待感を膨らませる発
言をする。
× ー × ー ー
・離席した子どもを授業に向くように対応する 〇 ― ― × ―
・情緒的に不安定な子どもへ、情緒の安定を図り課題へ向かわせようと、
スキンシップや言葉かけによって子どもの気持ちに寄り添って支援する 〇 〇 〇 〇 〇
・叱られて落ち込んでいる子への意欲づけをする ー ー ー ー ー
・教師との関係がこじれてしまったときに、対応者が代わることによって子
どもがスムーズに活動に参加できるようにする ― ― ― ― ―
・学習の導入で、教師たちが寸劇などを行い興味・関心を引き出す ― ― ― ― ―
・全体へMTの説明では、わかりづらかった子どもに、ATが補足して活動
内容などの説明をする 〇 〇 × 〇 〇
・子どもの反応が今ひとつの時、子どもの代弁者としてMTへの説明を求
める質問などをする ― ― ― ― ―
・MTの説明で用いられたその子には難しいことばをわかりやすく説明する 〇 ― 〇 〇 ―
・MTにかわってATの専門分野（美術や体育など）を生かした説明をする ― ― ― ― ―
・発問の意味がわからない子どもに、ATがわかりやすく伝える × ー ◯ ◯ ◯
・MTの発言を繰り返し、理解の徹底を図る 〇 ― 〇 〇 〇
・MTの説明を、ATがわかりやすくするため手本の実技をする ― ― ― ― 〇
・良い例、悪い例を演じて見せ、子どもたちが具体的に考えられる場面を
作る ― ― ― ― ―
・手本となるよう歌を歌ったり、楽器を演奏する ― ― ― ― ―
・教師と子どもの発言、発表の仕方をわかりやすく伝える ― ― ― ― ―
・挨拶などソーシャルスキルの手本を例示する 〇 〇 〇 〇 〇
・MTの「海について知ってること？」に対し、他の教員が波の動作をした
り、ザザーと音を発して「波」ということばを引き出す支援をする ― ― ― ― ―
・問いかけに対して子どもの反応があまりないとき、ATがヒントとして一つ
の答えを提示する × ― × × ―
・誤答を例示することによって、子どもへの揺さぶりをかけ理解を深める ― ― ― ― ―
・MTが説明したことを板書し、視覚的な援助をする × × × × ×
・大きな集団で話を聞くとき、話のキーワードを文字で提示し、理解を助け
る × × × × ×
・絵を描くなどわかりやすい方法で支援する × × × × ×
・必要に応じATが絵・写真カードを提示して理解を助ける × × × × ×
・うまく気持ちを表現できない子どもの気持ちを、「楽しかったよー」等と代
弁する × ○ × ○ ×
・重度の子どものわずかな動きから意思を読み取りMTに返す ― ― ― ― ―
・会話が困難なこに代わって会話や返事をする × ○ ○ × ×
・表現が苦手なこに代わって発表する × ○ × 　× ―
・走るコースがわからないときは伴奏する ― ― ― ― ○
・一緒に鬼ごっこをして逃げることをします ― ― ― ― ―
・トランプを持ってあげ、ゲームを一緒にやる ― ― ― ― ―
・野球やバレーの時、チームの一員としてゲームに入る ― ― ― ― ―
・手を添えて一緒に楽器の演奏をやる ― ― ― ― ―
・大玉乗りやトランポリン、シーツのブランコ等人手が必要な活動を補助す
る ― ― ― ― ―
・プールでの活動や体育での活動を一緒にやる ― ― ― ― ○
・ミシンやはさみの操作を補助する ― ― ― ― ―
・調理時のガス器具の操作や包丁を使う際の援助をする ― ― ― ― ―
・マヒのある子どものノートの固定やページめくりを介助する ー ー ー ー ー
・筆記の際に手を添えて介助する ― ― ― ― ―
・衣服の着脱の際、手先が動かない子どものボタンかけなど介助する ― ― ― ― ―
・学習時のポジショニング作りや粗大運動など一人では難しい活動の補助
をする ― ― ― ― ―
・車椅子の乗り降りの補助をする ― ― ― ― ―
・体の向き、教材との距離を調節するなどの介助をする ― ― ― ― ―
・目標に合わせたグループをつくり指導を担当する ○ ○ ○ ○ ○
・実態に合わせ、課題を変えて各々に数人の指導を分担する ○ ○ ○ ○ ○
・活動の中で班を編制し各々の指導を担当する ― ○ ― ○ ○
・教科指導で、子どもが課題につまずいた時それぞれの子に対応して適
切な支援に入る ○ ― ○ ○ ○
・集団内の個人差（個別目標）に合わせて個別的に指導にあたる ○ ― ○ ○ ○
・一斉指導ではついていけない子どもに、個別に支援する ○ ○ ○ ○ ○
・活動に乗れない子に、その子の興味に合わせた対応をとり個別に指導
する ○ ― ― ○ ―
・多動な子等集団に適応できず同じ活動ができない子どもとともに、場を
変えたりしながら個別的に指導にあたる ― ― ― ― ―
体調によって活動が制限され、一斉活動ができない子どもの課題を容易
にして共に学習できるよう対応する。 ― ― ― ― ―
・歌・合奏・ダンスの分野、ボール・器械体操の分野、木工・農業の分野場
面を分担する ― ― ― ― ―
・学習の途中でATが全体指導を引き受けMTがグループや個別の指導を
行う ― ― ― ― ―
・叱り役、なだめ役を分担する ― ― ― ― ―
・音楽や体育など大集団での学習で、子どもの活動の評価を分担し、細
かく多面的に見る ― ― ― ― ―
・MTが気付きにくい、個々の子どもの細かい動きを見る ○ ― ○ ○ ○
・授業の中でほとんど発言しなかった子どもが内容をどれだけ把握してい
るかATが個別に対応して理解度をチェックする × × × × ×
・MTの賞賛を受け、より賞賛が効果的になるようATが拍手やことばかけを
する × ― ○ ○ ○
・身近にいる子どもにATも細やかな励ましや賞賛をする ○ × ○ ○ ○
・MTの賞賛・叱責が主観的になるのを防ぐようATも対応する × ― ○ ○ ○
・MTがきづかなかった発信や行動を適正に評価し取り上げる × ― × ○ ×
・一人ずつへの細かなワークノートの指導やその場で採点などをする。 ― ― ― ― ―
・注意すべき子どもを、その場で、その時に指導する ○ ○ ○ ○ ○
・パニックを起こした子どもへ個別に対応し他傷や自傷行為を防ぐ ― ― ― ― ―
・パニックを起こした子どもを室外へ連れ出す等個別に対応する ― ― ― ― ―
・情緒が不安定になった子どもと共に一旦教室を離れたり、個別的に対応
する ― ― ― ― ―
・授業へ入りにくい子どもへ個別的に対応する ― ― ― ― ―
・予想しなかった子どもが突然、集団行動から逸脱した時に臨機応変な対
応をする ― ― ― ― ○
・活動の場から離れてしまった子どもへ臨機応変に対応する ― ― ― ― ○
・移動中に座り込んで動かなくなった子どもに対応する ― ― ― ― ―
・怪我人や急病者を保健室に引率する ― ― ― ― ―
・具合が悪くなった子どもに対応（看護、家庭との連絡他） ― ― ― ― ―
・発作を起こした子どもに対応（看護、養護教諭への連絡他） ― ― ― ― ―
・トイレへの引率、援助をする ― ― ― ― ―
・排泄の失敗の始末をする ― ― ― ― ―
・体調がいつもと違う時、個別に対応する ー ー ー ー ー
・体調を常に観察し、必要に応じて対応にあたる ー ー ー ー ー
・気温の変化などに注意し、対応調節を補助する ー ー ー ー ー
・照明の調節など学習環境の調節をする。 ー ー ー ー ー
・サーキット運動の時など要所に待機して安全に気を配る ― ― ― ― ○
・移動時の子どもの掌握など、危険の回避を図る ― ― ― ― ―
・理科の実験、調理、作業など危険を伴うときに事故防止に配慮してきめ
の細かい指導を行う ― ― ― ― ―
・日常的な活動の中でも、電気製品を使うときは感電事故の防止などに気
配りをする ― ― ― ― ―
・少人数での授業や重度の子が多くて、発言が少ないとき、ＡＴが子ども
の役となって授業を構成する ― ― ― ― ―
・授業態度の手本を示したり、授業態度について個別に注意をする × ― ○ ○ ○
・子どもがつまずいた部分、原因をＭＴに伝え、授業の流れをよくする × ― × × ―
・MTの発言に頷いたり、返事をして授業の流れをよくする。 ー ー ー ー ー
・子どもの予想もしない発言に対して、ＭＴに代わって答えたりする ― ― × × ―
・複数の子どもからの問かけにＭＴと分担して対応する ― ― ― ○ ―
・子どもの様子・実態、授業のねらい等を共通理解する ― ― ― ― ―
・指導の分担や授業の流れを確認する ― ― ― ― ―
・予想されるトラブルへの対応法を事前に検討する ― ― ― ― ―
・色々な授業のアイデアを出し合う ― ― ― ― ―
・展開について色々な案を出し合い内容を深める ― ― ― ― ―
・指導の計画を協力してつくる ― ― ― ― ―
・協力し合って大がかりな教材を準備する ― ― ― ― ―
・分担することによって幅広い教材を準備する ― ― ― ― ―
・教材等の片付けを分担する ― ― ― ― ―
・授業や子どもの様子などの記録を分担する ― ― ― ― ―
・トラブルへの対応策などアドバイスを交換したり、相談しあう ― ― ― ― ―
・授業後に指導の方法を学びあう ― ― ― ― ―
・授業の反省を話し合いによって客観的に行う ― ― ― ― ―
・子どもの学習活動の様子等の情報を交換する ― ― ― ― ―
・各々の情報を出し合って子どもの学習・活動への評価を深める ― ― ― ― ―
・保護者への対応を分担する ― ― ― ― ―
・ＭＴと連携を取りながら多角的に保護者へアドバイスをする ― ― ― ― ―
・生徒の悩みを聞くなど生徒指導上の仕事を分担する ― ― ― ― ―
・教師間で、悩みに対して助言、アドバイスをする ― ― ― ― ―














































































































① ② ③ ④ ⑤
・パソコンを操作する × ― × × ―
・オーディオ・ビデオの操作をする × ― × × ―
・学習の流れに沿ったスムーズな視覚教材を準備する ― ― ― ― ―
・急に必要になった教材の準備・提示をする ― ― ― ― ―
教材の配置 ・導入のための説明として並行して必要な教材・教具を準備する ― × × ― ―
・音響機器の操作やピアノによる雰囲気づくりをする ― ― ― ― ―
・照明のコントロールで効果を出す ― ― ― 〇 ―
・子どもの歌よりも先に歌い、歌唱を促す ― ― ― ― ―
・活動課題を例示する目的で先にやる（サーキットトレーニング） ― ― ― ― ×
・答えに戸惑う子どもへ例示する意図で発言する × ― × × ×
・生徒役になり、間違って答えたりしながら活発な意見交換を促す × ― × × ―
・授業に消極的になりがちな生徒に付き添い、一緒に活動することで心を
解きほぐす 〇 〇 × 〇 〇
・子どものリアクションをして授業の雰囲気を盛り上げる × ― × 〇 〇
・読み聞かせの時など合いの手をいれる × ― × ― ―
・ちょっとしたきっかけがあれば発言・発表できる声かけをする × ― 〇 〇 〇
・意見を引き出す様な意図で、「一緒に考えてみよう」等の発言をする × ― × 〇 ―
・「やってみよう」「面白そう」などのことばかけをする × 〇 〇 〇 ×
・活動の流れにのりにくい子どもに興味を引いたり、一緒に参加したりする
働きかけをする × 〇 〇 〇 〇
・活動から気持が離れた子どもに意欲を高める声かけをする ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
・教材提示に時間がかかってしまう時など、期待感を膨らませる発
言をする。
× ー × ー ー
・離席した子どもを授業に向くように対応する 〇 ― ― × ―
・情緒的に不安定な子どもへ、情緒の安定を図り課題へ向かわせようと、
スキンシップや言葉かけによって子どもの気持ちに寄り添って支援する 〇 〇 〇 〇 〇
・叱られて落ち込んでいる子への意欲づけをする ー ー ー ー ー
・教師との関係がこじれてしまったときに、対応者が代わることによって子
どもがスムーズに活動に参加できるようにする ― ― ― ― ―
・学習の導入で、教師たちが寸劇などを行い興味・関心を引き出す ― ― ― ― ―
・全体へMTの説明では、わかりづらかった子どもに、ATが補足して活動
内容などの説明をする 〇 〇 × 〇 〇
・子どもの反応が今ひとつの時、子どもの代弁者としてMTへの説明を求
める質問などをする ― ― ― ― ―
・MTの説明で用いられたその子には難しいことばをわかりやすく説明する 〇 ― 〇 〇 ―
・MTにかわってATの専門分野（美術や体育など）を生かした説明をする ― ― ― ― ―
・発問の意味がわからない子どもに、ATがわかりやすく伝える × ー ◯ ◯ ◯
・MTの発言を繰り返し、理解の徹底を図る 〇 ― 〇 〇 〇
・MTの説明を、ATがわかりやすくするため手本の実技をする ― ― ― ― 〇
・良い例、悪い例を演じて見せ、子どもたちが具体的に考えられる場面を
作る ― ― ― ― ―
・手本となるよう歌を歌ったり、楽器を演奏する ― ― ― ― ―
・教師と子どもの発言、発表の仕方をわかりやすく伝える ― ― ― ― ―
・挨拶などソーシャルスキルの手本を例示する 〇 〇 〇 〇 〇
・MTの「海について知ってること？」に対し、他の教員が波の動作をした
り、ザザーと音を発して「波」ということばを引き出す支援をする ― ― ― ― ―
・問いかけに対して子どもの反応があまりないとき、ATがヒントとして一つ
の答えを提示する × ― × × ―
・誤答を例示することによって、子どもへの揺さぶりをかけ理解を深める ― ― ― ― ―
・MTが説明したことを板書し、視覚的な援助をする × × × × ×
・大きな集団で話を聞くとき、話のキーワードを文字で提示し、理解を助け
る × × × × ×
・絵を描くなどわかりやすい方法で支援する × × × × ×
・必要に応じATが絵・写真カードを提示して理解を助ける × × × × ×
・うまく気持ちを表現できない子どもの気持ちを、「楽しかったよー」等と代
弁する × ○ × ○ ×
・重度の子どものわずかな動きから意思を読み取りMTに返す ― ― ― ― ―
・会話が困難なこに代わって会話や返事をする × ○ ○ × ×
・表現が苦手なこに代わって発表する × ○ × 　× ―
・走るコースがわからないときは伴奏する ― ― ― ― ○
・一緒に鬼ごっこをして逃げることをします ― ― ― ― ―
・トランプを持ってあげ、ゲームを一緒にやる ― ― ― ― ―
・野球やバレーの時、チームの一員としてゲームに入る ― ― ― ― ―
・手を添えて一緒に楽器の演奏をやる ― ― ― ― ―
・大玉乗りやトランポリン、シーツのブランコ等人手が必要な活動を補助す
る ― ― ― ― ―
・プールでの活動や体育での活動を一緒にやる ― ― ― ― ○
・ミシンやはさみの操作を補助する ― ― ― ― ―
・調理時のガス器具の操作や包丁を使う際の援助をする ― ― ― ― ―
・マヒのある子どものノートの固定やページめくりを介助する ー ー ー ー ー
・筆記の際に手を添えて介助する ― ― ― ― ―
・衣服の着脱の際、手先が動かない子どものボタンかけなど介助する ― ― ― ― ―
・学習時のポジショニング作りや粗大運動など一人では難しい活動の補助
をする ― ― ― ― ―
・車椅子の乗り降りの補助をする ― ― ― ― ―
・体の向き、教材との距離を調節するなどの介助をする ― ― ― ― ―
・目標に合わせたグループをつくり指導を担当する ○ ○ ○ ○ ○
・実態に合わせ、課題を変えて各々に数人の指導を分担する ○ ○ ○ ○ ○
・活動の中で班を編制し各々の指導を担当する ― ○ ― ○ ○
・教科指導で、子どもが課題につまずいた時それぞれの子に対応して適
切な支援に入る ○ ― ○ ○ ○
・集団内の個人差（個別目標）に合わせて個別的に指導にあたる ○ ― ○ ○ ○
・一斉指導ではついていけない子どもに、個別に支援する ○ ○ ○ ○ ○
・活動に乗れない子に、その子の興味に合わせた対応をとり個別に指導
する ○ ― ― ○ ―
・多動な子等集団に適応できず同じ活動ができない子どもとともに、場を
変えたりしながら個別的に指導にあたる ― ― ― ― ―
体調によって活動が制限され、一斉活動ができない子どもの課題を容易
にして共に学習できるよう対応する。 ― ― ― ― ―
・歌・合奏・ダンスの分野、ボール・器械体操の分野、木工・農業の分野場
面を分担する ― ― ― ― ―
・学習の途中でATが全体指導を引き受けMTがグループや個別の指導を
行う ― ― ― ― ―
・叱り役、なだめ役を分担する ― ― ― ― ―
・音楽や体育など大集団での学習で、子どもの活動の評価を分担し、細
かく多面的に見る ― ― ― ― ―
・MTが気付きにくい、個々の子どもの細かい動きを見る ○ ― ○ ○ ○
・授業の中でほとんど発言しなかった子どもが内容をどれだけ把握してい
るかATが個別に対応して理解度をチェックする × × × × ×
・MTの賞賛を受け、より賞賛が効果的になるようATが拍手やことばかけを
する × ― ○ ○ ○
・身近にいる子どもにATも細やかな励ましや賞賛をする ○ × ○ ○ ○
・MTの賞賛・叱責が主観的になるのを防ぐようATも対応する × ― ○ ○ ○
・MTがきづかなかった発信や行動を適正に評価し取り上げる × ― × ○ ×
・一人ずつへの細かなワークノートの指導やその場で採点などをする。 ― ― ― ― ―
・注意すべき子どもを、その場で、その時に指導する ○ ○ ○ ○ ○
・パニックを起こした子どもへ個別に対応し他傷や自傷行為を防ぐ ― ― ― ― ―
・パニックを起こした子どもを室外へ連れ出す等個別に対応する ― ― ― ― ―
・情緒が不安定になった子どもと共に一旦教室を離れたり、個別的に対応
する ― ― ― ― ―
・授業へ入りにくい子どもへ個別的に対応する ― ― ― ― ―
・予想しなかった子どもが突然、集団行動から逸脱した時に臨機応変な対
応をする ― ― ― ― ○
・活動の場から離れてしまった子どもへ臨機応変に対応する ― ― ― ― ○
・移動中に座り込んで動かなくなった子どもに対応する ― ― ― ― ―
・怪我人や急病者を保健室に引率する ― ― ― ― ―
・具合が悪くなった子どもに対応（看護、家庭との連絡他） ― ― ― ― ―
・発作を起こした子どもに対応（看護、養護教諭への連絡他） ― ― ― ― ―
・トイレへの引率、援助をする ― ― ― ― ―
・排泄の失敗の始末をする ― ― ― ― ―
・体調がいつもと違う時、個別に対応する ー ー ー ー ー
・体調を常に観察し、必要に応じて対応にあたる ー ー ー ー ー
・気温の変化などに注意し、対応調節を補助する ー ー ー ー ー
・照明の調節など学習環境の調節をする。 ー ー ー ー ー
・サーキット運動の時など要所に待機して安全に気を配る ― ― ― ― ○
・移動時の子どもの掌握など、危険の回避を図る ― ― ― ― ―
・理科の実験、調理、作業など危険を伴うときに事故防止に配慮してきめ
の細かい指導を行う ― ― ― ― ―
・日常的な活動の中でも、電気製品を使うときは感電事故の防止などに気
配りをする ― ― ― ― ―
・少人数での授業や重度の子が多くて、発言が少ないとき、ＡＴが子ども
の役となって授業を構成する ― ― ― ― ―
・授業態度の手本を示したり、授業態度について個別に注意をする × ― ○ ○ ○
・子どもがつまずいた部分、原因をＭＴに伝え、授業の流れをよくする × ― × × ―
・MTの発言に頷いたり、返事をして授業の流れをよくする。 ー ー ー ー ー
・子どもの予想もしない発言に対して、ＭＴに代わって答えたりする ― ― × × ―
・複数の子どもからの問かけにＭＴと分担して対応する ― ― ― ○ ―
・子どもの様子・実態、授業のねらい等を共通理解する ― ― ― ― ―
・指導の分担や授業の流れを確認する ― ― ― ― ―
・予想されるトラブルへの対応法を事前に検討する ― ― ― ― ―
・色々な授業のアイデアを出し合う ― ― ― ― ―
・展開について色々な案を出し合い内容を深める ― ― ― ― ―
・指導の計画を協力してつくる ― ― ― ― ―
・協力し合って大がかりな教材を準備する ― ― ― ― ―
・分担することによって幅広い教材を準備する ― ― ― ― ―
・教材等の片付けを分担する ― ― ― ― ―
・授業や子どもの様子などの記録を分担する ― ― ― ― ―
・トラブルへの対応策などアドバイスを交換したり、相談しあう ― ― ― ― ―
・授業後に指導の方法を学びあう ― ― ― ― ―
・授業の反省を話し合いによって客観的に行う ― ― ― ― ―
・子どもの学習活動の様子等の情報を交換する ― ― ― ― ―
・各々の情報を出し合って子どもの学習・活動への評価を深める ― ― ― ― ―
・保護者への対応を分担する ― ― ― ― ―
・ＭＴと連携を取りながら多角的に保護者へアドバイスをする ― ― ― ― ―
・生徒の悩みを聞くなど生徒指導上の仕事を分担する ― ― ― ― ―
・教師間で、悩みに対して助言、アドバイスをする ― ― ― ― ―












































































































































































① ② ③ ④ ⑤
・パソコンを操作する × ― × × ―
・オーディオ・ビデオの操作をする × ― × × ―
・学習の流れに沿ったスムーズな視覚教材を準備する ― ― ― ― ―
・急に必要になった教材の準備・提示をする ― ― ― ― ―
教材の配置 ・導入のための説明として並行して必要な教材・教具を準備する ― × × ― ―
・音響機器の操作やピアノによる雰囲気づくりをする ― ― ― ― ―
・照明のコントロールで効果を出す ― ― ― 〇 ―
・子どもの歌よりも先に歌い、歌唱を促す ― ― ― ― ―
・活動課題を例示する目的で先にやる（サーキットトレーニング） ― ― ― ― ×
・答えに戸惑う子どもへ例示する意図で発言する × ― × × ×
・生徒役になり、間違って答えたりしながら活発な意見交換を促す × ― × × ―
・授業に消極的になりがちな生徒に付き添い、一緒に活動することで心を
解きほぐす 〇 〇 × 〇 〇
・子どものリアクションをして授業の雰囲気を盛り上げる × ― × 〇 〇
・読み聞かせの時など合いの手をいれる × ― × ― ―
・ちょっとしたきっかけがあれば発言・発表できる声かけをする × ― 〇 〇 〇
・意見を引き出す様な意図で、「一緒に考えてみよう」等の発言をする × ― × 〇 ―
・「やってみよう」「面白そう」などのことばかけをする × 〇 〇 〇 ×
・活動の流れにのりにくい子どもに興味を引いたり、一緒に参加したりする
働きかけをする × 〇 〇 〇 〇
・活動から気持が離れた子どもに意欲を高める声かけをする ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
・教材提示に時間がかかってしまう時など、期待感を膨らませる発
言をする。
× ー × ー ー
・離席した子どもを授業に向くように対応する 〇 ― ― × ―
・情緒的に不安定な子どもへ、情緒の安定を図り課題へ向かわせようと、
スキンシップや言葉かけによって子どもの気持ちに寄り添って支援する 〇 〇 〇 〇 〇
・叱られて落ち込んでいる子への意欲づけをする ー ー ー ー ー
・教師との関係がこじれてしまったときに、対応者が代わることによって子
どもがスムーズに活動に参加できるようにする ― ― ― ― ―
・学習の導入で、教師たちが寸劇などを行い興味・関心を引き出す ― ― ― ― ―
・全体へMTの説明では、わかりづらかった子どもに、ATが補足して活動
内容などの説明をする 〇 〇 × 〇 〇
・子どもの反応が今ひとつの時、子どもの代弁者としてMTへの説明を求
める質問などをする ― ― ― ― ―
・MTの説明で用いられたその子には難しいことばをわかりやすく説明する 〇 ― 〇 〇 ―
・MTにかわってATの専門分野（美術や体育など）を生かした説明をする ― ― ― ― ―
・発問の意味がわからない子どもに、ATがわかりやすく伝える × ー ◯ ◯ ◯
・MTの発言を繰り返し、理解の徹底を図る 〇 ― 〇 〇 〇
・MTの説明を、ATがわかりやすくするため手本の実技をする ― ― ― ― 〇
・良い例、悪い例を演じて見せ、子どもたちが具体的に考えられる場面を
作る ― ― ― ― ―
・手本となるよう歌を歌ったり、楽器を演奏する ― ― ― ― ―
・教師と子どもの発言、発表の仕方をわかりやすく伝える ― ― ― ― ―
・挨拶などソーシャルスキルの手本を例示する 〇 〇 〇 〇 〇
・MTの「海について知ってること？」に対し、他の教員が波の動作をした
り、ザザーと音を発して「波」ということばを引き出す支援をする ― ― ― ― ―
・問いかけに対して子どもの反応があまりないとき、ATがヒントとして一つ
の答えを提示する × ― × × ―
・誤答を例示することによって、子どもへの揺さぶりをかけ理解を深める ― ― ― ― ―
・MTが説明したことを板書し、視覚的な援助をする × × × × ×
・大きな集団で話を聞くとき、話のキーワードを文字で提示し、理解を助け
る × × × × ×
・絵を描くなどわかりやすい方法で支援する × × × × ×
・必要に応じATが絵・写真カードを提示して理解を助ける × × × × ×
・うまく気持ちを表現できない子どもの気持ちを、「楽しかったよー」等と代
弁する × ○ × ○ ×
・重度の子どものわずかな動きから意思を読み取りMTに返す ― ― ― ― ―
・会話が困難なこに代わって会話や返事をする × ○ ○ × ×
・表現が苦手なこに代わって発表する × ○ × 　× ―
・走るコースがわからないときは伴奏する ― ― ― ― ○
・一緒に鬼ごっこをして逃げることをします ― ― ― ― ―
・トランプを持ってあげ、ゲームを一緒にやる ― ― ― ― ―
・野球やバレーの時、チームの一員としてゲームに入る ― ― ― ― ―
・手を添えて一緒に楽器の演奏をやる ― ― ― ― ―
・大玉乗りやトランポリン、シーツのブランコ等人手が必要な活動を補助す
る ― ― ― ― ―
・プールでの活動や体育での活動を一緒にやる ― ― ― ― ○
・ミシンやはさみの操作を補助する ― ― ― ― ―
・調理時のガス器具の操作や包丁を使う際の援助をする ― ― ― ― ―
・マヒのある子どものノートの固定やページめくりを介助する ー ー ー ー ー
・筆記の際に手を添えて介助する ― ― ― ― ―
・衣服の着脱の際、手先が動かない子どものボタンかけなど介助する ― ― ― ― ―
・学習時のポジショニング作りや粗大運動など一人では難しい活動の補助
をする ― ― ― ― ―
・車椅子の乗り降りの補助をする ― ― ― ― ―
・体の向き、教材との距離を調節するなどの介助をする ― ― ― ― ―
・目標に合わせたグループをつくり指導を担当する ○ ○ ○ ○ ○
・実態に合わせ、課題を変えて各々に数人の指導を分担する ○ ○ ○ ○ ○
・活動の中で班を編制し各々の指導を担当する ― ○ ― ○ ○
・教科指導で、子どもが課題につまずいた時それぞれの子に対応して適
切な支援に入る ○ ― ○ ○ ○
・集団内の個人差（個別目標）に合わせて個別的に指導にあたる ○ ― ○ ○ ○
・一斉指導ではついていけない子どもに、個別に支援する ○ ○ ○ ○ ○
・活動に乗れない子に、その子の興味に合わせた対応をとり個別に指導
する ○ ― ― ○ ―
・多動な子等集団に適応できず同じ活動ができない子どもとともに、場を
変えたりしながら個別的に指導にあたる ― ― ― ― ―
体調によって活動が制限され、一斉活動ができない子どもの課題を容易
にして共に学習できるよう対応する。 ― ― ― ― ―
・歌・合奏・ダンスの分野、ボール・器械体操の分野、木工・農業の分野場
面を分担する ― ― ― ― ―
・学習の途中でATが全体指導を引き受けMTがグループや個別の指導を
行う ― ― ― ― ―
・叱り役、なだめ役を分担する ― ― ― ― ―
・音楽や体育など大集団での学習で、子どもの活動の評価を分担し、細
かく多面的に見る ― ― ― ― ―
・MTが気付きにくい、個々の子どもの細かい動きを見る ○ ― ○ ○ ○
・授業の中でほとんど発言しなかった子どもが内容をどれだけ把握してい
るかATが個別に対応して理解度をチェックする × × × × ×
・MTの賞賛を受け、より賞賛が効果的になるようATが拍手やことばかけを
する × ― ○ ○ ○
・身近にいる子どもにATも細やかな励ましや賞賛をする ○ × ○ ○ ○
・MTの賞賛・叱責が主観的になるのを防ぐようATも対応する × ― ○ ○ ○
・MTがきづかなかった発信や行動を適正に評価し取り上げる × ― × ○ ×
・一人ずつへの細かなワークノートの指導やその場で採点などをする。 ― ― ― ― ―
・注意すべき子どもを、その場で、その時に指導する ○ ○ ○ ○ ○
・パニックを起こした子どもへ個別に対応し他傷や自傷行為を防ぐ ― ― ― ― ―
・パニックを起こした子どもを室外へ連れ出す等個別に対応する ― ― ― ― ―
・情緒が不安定になった子どもと共に一旦教室を離れたり、個別的に対応
する ― ― ― ― ―
・授業へ入りにくい子どもへ個別的に対応する ― ― ― ― ―
・予想しなかった子どもが突然、集団行動から逸脱した時に臨機応変な対
応をする ― ― ― ― ○
・活動の場から離れてしまった子どもへ臨機応変に対応する ― ― ― ― ○
・移動中に座り込んで動かなくなった子どもに対応する ― ― ― ― ―
・怪我人や急病者を保健室に引率する ― ― ― ― ―
・具合が悪くなった子どもに対応（看護、家庭との連絡他） ― ― ― ― ―
・発作を起こした子どもに対応（看護、養護教諭への連絡他） ― ― ― ― ―
・トイレへの引率、援助をする ― ― ― ― ―
・排泄の失敗の始末をする ― ― ― ― ―
・体調がいつもと違う時、個別に対応する ー ー ー ー ー
・体調を常に観察し、必要に応じて対応にあたる ー ー ー ー ー
・気温の変化などに注意し、対応調節を補助する ー ー ー ー ー
・照明の調節など学習環境の調節をする。 ー ー ー ー ー
・サーキット運動の時など要所に待機して安全に気を配る ― ― ― ― ○
・移動時の子どもの掌握など、危険の回避を図る ― ― ― ― ―
・理科の実験、調理、作業など危険を伴うときに事故防止に配慮してきめ
の細かい指導を行う ― ― ― ― ―
・日常的な活動の中でも、電気製品を使うときは感電事故の防止などに気
配りをする ― ― ― ― ―
・少人数での授業や重度の子が多くて、発言が少ないとき、ＡＴが子ども
の役となって授業を構成する ― ― ― ― ―
・授業態度の手本を示したり、授業態度について個別に注意をする × ― ○ ○ ○
・子どもがつまずいた部分、原因をＭＴに伝え、授業の流れをよくする × ― × × ―
・MTの発言に頷いたり、返事をして授業の流れをよくする。 ー ー ー ー ー
・子どもの予想もしない発言に対して、ＭＴに代わって答えたりする ― ― × × ―
・複数の子どもからの問かけにＭＴと分担して対応する ― ― ― ○ ―
・子どもの様子・実態、授業のねらい等を共通理解する ― ― ― ― ―
・指導の分担や授業の流れを確認する ― ― ― ― ―
・予想されるトラブルへの対応法を事前に検討する ― ― ― ― ―
・色々な授業のアイデアを出し合う ― ― ― ― ―
・展開について色々な案を出し合い内容を深める ― ― ― ― ―
・指導の計画を協力してつくる ― ― ― ― ―
・協力し合って大がかりな教材を準備する ― ― ― ― ―
・分担することによって幅広い教材を準備する ― ― ― ― ―
・教材等の片付けを分担する ― ― ― ― ―
・授業や子どもの様子などの記録を分担する ― ― ― ― ―
・トラブルへの対応策などアドバイスを交換したり、相談しあう ― ― ― ― ―
・授業後に指導の方法を学びあう ― ― ― ― ―
・授業の反省を話し合いによって客観的に行う ― ― ― ― ―
・子どもの学習活動の様子等の情報を交換する ― ― ― ― ―
・各々の情報を出し合って子どもの学習・活動への評価を深める ― ― ― ― ―
・保護者への対応を分担する ― ― ― ― ―
・ＭＴと連携を取りながら多角的に保護者へアドバイスをする ― ― ― ― ―
・生徒の悩みを聞くなど生徒指導上の仕事を分担する ― ― ― ― ―
・教師間で、悩みに対して助言、アドバイスをする ― ― ― ― ―
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13） 重松敬一・井戸野佐知子・勝美芳雄「ティーム・ティーチ
ングによる算数・数学教育の実践的研究（１）」奈良教育大
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25） 藤岡秀樹「ティーム・ティーチングについての教師の意識 
−小学校の事例の分析−」京都教育大学教育実践研究年報 




































































































































































































































































































































































A Study of Team Teaching in Special Needs Education
: Through Designing the List for the Benefits of Team Teaching and 
the AT’s Evaluation Sheet at Special Needs Education School for 
Intellectually Disability
Emiko Fukuyama
Osaka University of Comprehensive Children Education Graduate School
　In Chapter I, I described the definition and history of team teaching.
　Team teaching is being defined widely as a kind of classroom organization that includes a group of 
teachers and the students the teachers are in charge of, is understood as something that is flexible, 
not one-dimensional but characterized by diversity, and from the point of view of the students team 
teaching functions not just within the classroom, but is alive and functioning in the entire school 
education.
　Historically, the origins of team teaching lie in the goals of preventing the transfer of outstanding 
faculty due to the introduction of the job classification system in the United States, resolving teacher 
shortage, and reorganization of classrooms based on the cooperation system. In Japan, however, it 
was conducted as one of the techniques to counter the problems of the system of homeroom teachers 
in elementary schools. In various special education schools, team teaching arose from classroom 
reforms and teaching techniques that developed from the necessity of teaching in accordance with 
the individual issues of children.
　In Chapter II, we examined team teaching issues in special needs education schools for 
intellectually disability. In the survey on team teaching implemented by the Ministry of Education, 
Culture, Sports, Science and Technology, Osaka Prefecture Education and Research Institute, and 
Fujioka (2000) in general schools, the issues of [research on teaching materials and securing time for 
preparations and meetings], [perquisites for conducting classes], including [securing time for meetings] 
were mentioned. In past research, [the difficulties in mutual understanding] and [inconsistencies in 
teaching] have been cited as the weak points of team teaching. From the author’s experience, it is 
difficult to develop a class with the aim of mutual understanding when the children’s views and the 
perspectives of the teaching differ.
　In Chapter III, I studied the merits of team teaching from past research, and constructed a [the 
List for the Benefits of team teaching] (Table 2) resulting in, ① nurturing individual-based teaching, 
② clarification of sharing of roles, ③ the structure of the relationships among teachers, ④ the 
structure of the relationship between the teacher and the child, ⑤ the shaping of the competence of 
the teachers, and ⑥ physical effects.
　In Chapter IV, I described the history of the construction of the assistant teacher (hereafter, AT) 
support evaluation chart. Specifically, using the [Techniques and Skills for Support and Guidance of 
Team Teaching in Special Education Schools] (Document 2) constructed and arranged by the Ibaraki 
Prefecture Research and Training Center, we conducted an examination of the items corresponding 
to the techniques for support and guidance of [Techniques for Support and Guidance of Team 
Teaching] (Table 4) focusing on concrete examples applicable in classes in special support schools for 
intellectually disabled, and constructed an [AT’s evaluation sheet] (Table 6).
Key words：team teaching, main teacher (MT), assist teacher (AT), the List for the Benefits of team 
teaching, AT’s evaluation sheet
